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一  はじめに  





親の 実家 の農 村 で 時に は多 くの 農 民 たち と接 触す る こ とが でき 、
だんだんと彼らが生涯圧迫と多くの苦痛を受け、とても花鳥と
は同じではないことを知った。～たまたま文章を書く機会に恵
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二  「人の思想」  
魯迅の「人の思想」とは、悪習や迷妄などに惑わされて自然
淘汰されないように目覚め、群れより個人として自立し ､虚偽・
































































年） (13)、Ｃ『魯迅自伝』（ 1930年） (14)、Ｄ『英訳本《短編
小 説 選 集 》 自 序 』 （ 1933年 ） (15)、 Ｅ 『 自 伝 』 （ 1934年 ） (16)、





















































































































はその記号を [ ]付きで示す。  
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（ア）『狂人日記』（ 1918年）Ａ、Ｂ、Ｄ  
『狂人日記』では、「仁義道徳」などの儒教倫理によって支


























は徐 錫麟 を、 つ か まえ られ た男 は 秋 瑾を 一部 思わ せ る 所が ある 。
『中国言語文化研究』第17号 
 

















追い やら れた 原 因 を思 わせ 、人 と し て覚 醒し 、人 と し て自 立し 、
人ら しく 生き る こ とを 求め させ る 。 「人 の思 想」 が 基 盤に ある 。  
なお、没落旧家の子弟とは魯迅であり、周作人であり、後出
の周冠五であり、多くの没落した家の人々のことである。  
（ウ）『薬』（ 1919年）Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ  
『薬』では、「華老栓」老夫婦は肺病の息子に刑場で処刑さ
れた「謀反人」（秋瑾）の血を塗った人血饅頭を食べさせる。














（エ）『明天』（ 1919年）Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ  
『明天』では、寡婦の「単四嫂子」はこどもの病気がよくな
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いが込められていて、「人の思想」は強く出ている。  





















































































わざ と間 違え て 「 致公 祭」 とし て い るが 、こ れは 「 佩 公祭 」で 、
その「佩公祭」を催す年に当たっていること、祖母蒋氏が亡く
なった翌年であること、前年の冬は厳しく飢えた小鳥を簡単に
捕獲 でき たの で 小 鳥取 りの 話が で き た年 であ るこ と 。 その 後も 、
章慶福とともに章運水も周家に来ているだろうし、その度ごと
に魯迅と会うことになる。その後の魯迅と章運水との出会いは
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の構 造の 存在 に 気 付か せ、 その 巧 妙 な仕 組み を読 者 に 思わ せる 。
「私 」と 「閏 土 」 を切 り裂 く支 配 被 支配 の体 制は 非 常 に強 いが 、
階層を超えて人と人が人らしく交際できるにはどうしたらよい
かと考えさせる。「人の思想」が基盤にある。  

























































ち 」（ 1925年 ） 、 『 示衆 』 の 「 罪 人 」 と「 見 物 衆 」 （ 1925年 ） 、

























既 に 1918年 1919年 頃 に は 支 配 被 支 配 の 関 係 は 認 識 さ れ て い る 。
また 、そ れら の 支 配の 仕組 みも 認 識 され てい る。 支 配 は、 地主 、
郷紳、役人などによって行われ、あるいは、掟、習俗、迷信、
低い女性の地位などを含む封建社会によって行われる。被支配





















の問 題は 認識 し 提 示す るが 、打 開 方 法の 提示 はな い 。 その ため 、
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が起 こ り、 そ の た め 1926年北 京を 追 われ 、 厦門 、 広 州 と転 居 し、
広州でも「反共クーデター」（ 1927年）が起こり、上海に落ち
着く。そして、文化界における保守と革新、革新と革新との論
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『集外集拾遗』） 389頁 ､389頁 ､389， 390頁 ､389頁 ､389頁 ､『鲁迅全
集第七卷』人民文学出版社 1981年版 ｡以下『鲁迅全集』は人民文学
出版社 1981年版を用いる。  
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『鲁迅全集第三卷』。  
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(14)鲁迅『鲁迅自传』 (1930年、『集外集拾遗补编』 )304， 305頁、
『鲁迅全集第八卷』。  
(16)鲁迅『自传』 (1934年、『集外集拾遗补编』 )361， 362頁、『鲁
迅全集第八卷』。元来標題はない。  
(17)鲁迅『 350824致萧军』（ 1935年、『书信』） 195～ 197頁、『鲁
迅全集第十三卷』。  
(20)周遐壽『第一分  二父亲的病』 5頁、『鲁迅小说里的人物』上海
出版公司 1954年。  
(23)(37)鲁迅『我怎么做起小说来』 (1933年、『南腔北调集』） 513
頁、 512頁、『鲁迅全集第四卷』。  
(24)鲁迅『小 引 』 (1927年 ､『朝 花 夕拾 』 )230頁 ､『鲁迅全 集第二卷 』 ｡ 
(25)周遐壽『第一分  八孔乙己』 14頁、『鲁迅小说里的人物』上海出
版公司 1954年。  
(26)(27)鲁迅『范爱农』（ 1926年、『朝花夕拾』） 313頁、 313頁、
『鲁迅全集第二卷』。  
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